こ、 では プロレタリア 文学の 悪口 をい ふので はない。 

これ を 弁護し やうと 思 ふ。 しかし 私 は 一 般に ブル ヂョ 

ァ 作家と 目され てゐる 所より、 お前な どが 弁護す る必 

要がない とい はれる かも 知れない。 

プロレタリア 文学と は 何で あるか。 これに は 色々 の 

人が それん \異 つた 見解 を 述べて ゐ るが、 私はプ ロレ 

タ リア 文明の 生ん だ 文学で ブ ル ヂョァ 文明の 生んだ ブ 

ル ヂョァ 文学と 対比すべき ものであると 思 ふ。 しかし 

現在の 社会に は プロレタリア 文明 は存 しない 故に その 

文明に 依って 生れた プロレタリア 文学 はない 害で ある。 

故に 何 か 外に あてはまる もの はない かとい へば、 同じ 



レタ リア 文学に 対立すべき ものである。 

さて プロレタリアの 精神に 味方した ものに 大体 一 一通 

り あると 思 ふ。 第一 は 宣伝 を 目的と した ものと、 第二 

かたはら 

に 文芸 を 造る 傍 宣伝す る ものと が ある。 第二の 部類 

ま 、 

に は ショォ の 作な ど 這 入る と 思 ふ。 しからば その 宣伝 

と はなんで あるかと いふに 多くの 人 は、 第一に 階級 闘 

争の 精神 を 眼目に し、 戦 ひに 向かって 進む とい ふ 力が 

宣伝の 内容で あり 目的で あると いふ。 しかし 実社会 は 

非常に 複雑して ゐ るので あって、 大まかに 資本家と プ 

ロレ タ リアと いふ 風に 画然と 別れて ゐ ない。 一例 を揚 

げ ていふに A とい ふ 菓子屋 は B とい ふ 得意先き との 関 



係 は 資本家と 労働者の 対立に 近いが、 その A なる 菓子 

屋は C なる 職人 (菓子 を 造る) と は 又 自分が 資本家に 

なる 関係に おかれる。 斯の 如く 所謂 宣伝の 対照 も はつ 

きりせ ず その 宣伝の ために 迷惑 を 蒙る 資本家 でない 人 

も ある。 それ は 兎に角と して プロレタリア 文学 は 矢 張 

りうまい もので なければ ならない。 まづ いもの はいけ 

な い 、 なぜ かとい ふに 譬 へ プ ロレ タリ ァ 文学 は 宣伝 を 

陰に陽に 主張して ゐる ことによ つ て 想像 出来る 如く、 

彼等の 目的 は プロレタリアの 天下 を 将来させる ための 

一 つの 啓蒙 的な 一時的な ものであると いっても、 将来 

は 文学と して 立派な プロレタリア 文学が 出来る が、 現 
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